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国
際
高
校
生
選
抜
書
展 

【
毎
日
新
聞
社
主
催
】

 
我
が
書
道
部
が
「
書
の
甲
子

園
」
で
、
近
畿
地
区
優
秀
校
賞

を
２
年
連
続
（
６
回
目
）
で
受

賞
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
３
年
生
の
花
房
玲
香

さ
ん
も
優
秀
賞
を
２
年
連
続
で

受
賞
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に 

第
46
回
日
本
武
道
館 

全
日
本
書
初
め
大
展
覧
会 

で
２
年
生
の
熱
田
智
美
さ
ん
が

全
国
高
等
学
校
長
協
会
賞
を
、

３
年
生
の
花
房
玲
香
さ
ん
は
、

全
国
都
道
府
県
立
武
道
館
協
議

会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

書
道
部
の
日
頃
の
鍛
練
の
賜

物
と
同
時
に
、
本
校
に
と
っ
て

も
大
変
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。

心
か
ら
讃
辞
を
呈
し
ま
す
。 

 

 
 
                                                

            

            

書
道
部
ミ
ニ
作
品
展 

 

２
月
22
日
か
ら
26
日
の

１
週
間
、
加
古
川
市
役
所
１

階
ロ
ビ
ー
で
、
書
道
部
が
ミ

ニ
作
品
展
を
開
き
ま
す
。 

 

こ
れ
は
高
校
生
地
域
貢
献

事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域

の
方
々
に
作
品
を
見
て
い
た

だ
き
、
書
道
に
親
し
ん
で
元

気
を
出
し
て
も
ら
お
う
と
い

う
趣
旨
で
開
催
す
る
も
の
で

す
。 

 

展
示
の
中
で
、
お
気
に
入

り
の
作
品
が
あ
れ
ば
、
展
示

後
に
無
料
で
進
呈
さ
れ
る
そ

う
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
西
高
生

も
見
に
来
て
下
さ
い
と
の
こ

と
で
す
。 

 
 

  

作
品
例
で
す 

 

卒
業
記
念
植
樹 

「
さ
る
す
べ
り
」

 

３
年
生
（
62
回
生
）
の
卒
業

記
念
の
一
つ
と
し
て
植
樹
さ
れ

る
樹
木
が
「
さ
る
す
べ
り
」
に

決
ま
り
ま
し
た
。 

 

「
百
日
紅
」
を
サ
ル
ス
ベ
リ

と
読
む
の
は
、
文
字
通
り
、
猿

が
滑
る
よ
う
な
ツ
ル
ツ
ル
と
し

た
木
の
肌
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
だ
そ
う
で
す
。 

 
 

     

そ
の
紅
花
が
100
日
間
咲
く

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
ま
ま
百

日
紅
（
ひ
ゃ
く
じ
つ
こ
う
）
と

も
読
み
ま
す
。 

     

 
紅花が夏の３ヶ月間楽しめます 

肌はツルツルです 

 

 

ま
た
、
中
国
の
伝
説
で
は
、

恋
人
と
百
日
後
に
逢
う
こ
と
を

約
束
し
た
乙
女
が
、
約
束
の
百

日
目
の
直
前
に
他
界
し
て
し
ま

い
、
そ
の
死
ん
だ
日
の
後
に
咲

い
た
か
ら
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

          

部
室
棟
の
北
側
に
植
樹
さ
れ

ま
す
。
暑
い
夏
の
３
ヵ
月
、
爽

や
か
で
涼
し
げ
な
花
弁
を
見

て
、
62
回
生
の
思
い
や
り
に
感

謝
し
ま
し
ょ
う
。 

 
花が終わると殻の中に種子を付

けます 

 
白い花もあります 

ちょっと一言 試合前などに味わう過度の緊張感は、誰でも経験があることですね。自分が「あがり症」だと思

っている人が多いらしい。特別な体質、「症」が付くから病気、全くそうではありません。心の持ち方で全ての人が

経験します。あがっていると感じたら、肩の力を抜く、そのために大きな深呼吸をするなど対処方法はあります。で

も「あがり」は、これから起こるであろうことに不安をもっている自分の心が原因なのです。「不安」や「恐怖」が起こ

らないような思考をすればいいわけです。まず、今後の展開がどうなれば自分は最高にうれしいのかを確認して

みましょう。そして何度も頭の中で想像しましょう。すぐにその映像が浮かんでくるところまで繰り返しましょう。これ

ができれば、もう大丈夫です。これが、ポジティブ・シンキングです。少しの緊張感は、あった方がいいですね。 


